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組
織
統
一
準
備
委u

貝
会
会
報
発
刊
に
あ
た
つ
・
て

r

結
集
と
統
一
を
め
ざ
す
全
国
会
議
」
が
ひ
ら
か
れ
て
か
ら
す
で
に
一
ヵ
月
あ
ま
り

が
す
ぎ-

し
た,)  
こ
の
間
に
共ff

義
者
の
結
集
の
事
業
は
全
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
形
を

と
り
な
が
ら
、
全
一
国
の
同
志
の
活
発
な
一
一
一
一
一:

論
と
行'

動
を
通
じ
て
前
進
し
て
い
ま
す
。
組

撥
一
一
一
一  

準
備
委,f

、
会
は
、

こ
の
必f

集
の
仕
事
を
さ
ら
に
か
し
す
す
め
る
た
め
、

四
月
一

六
、

一
七
日
に
開
か
れ
た
第
二
回
準
備
一
一
一
一
一
一
一
負
会
で

「
組
織
者
と
し
て
の
任
務
を
持
ち
、

準
備
委
員
会
一
清
動
の
報
告
、
全
国
各
地
の
活
動
状
況
、
結
集
を
め
ぐ
る
意
見
の
交
流
か

よ
び
準
備
委
員
会
の
活
動
を
前
進
さ
せ
る
た
め
の
積
極
的
提
案
、
問
題
提
起
」

な
ど
を

も
っ
た
「
会
報
」

◆
行
い
た
し
ま
す
。  

を
出
す
こ
・
一
一,..

、
一
・
一
・f'

き
め--l-

し
た
。  

r
会
報
」
は
原
則
と
し
て
月
二
回
発

第
一
号
は
、

第
三
七
回
メ
ー
デ
ー
を
期
し
て
発
行
し
、

と
り
ぁ
ぇ
ず

第
二
回
準
備
委
員
会
の
報
告
を
か
と
ど
け
し
ま
す
が
、
編
集
委
員
会
と
し
て
は
内
容
の

あ
る
機
関
誌
を
つ
く
り
、  

全
一
国
の
同
志
諸
君
の
期
待
に
こ
た
え
る
た
め
全
力
を
あ
げ
る

決
意
で
か
り
ま
す
の
で
、.

結
集
を
指
向
す
る
全
国
、
各
戰
線
の
同
志
、
共
産
主
義
グ
ル

ー
プ
の
積
極
的
寄
稿
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
結
集
を
、

前
進
を
ね
が
う
す
べ
て
の
共
産

主
義
者
の
共
同
の
事
業
と
し
て
発
展
さ
せ
る
た
め
、
諸
同
志
の
ご
協
力
を
切
望
し
ま
す
。  

編
集
季,

員
会

富y  

ll)  
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第
二
回
組
織
統
一
準
備
委
員
会
の
紐
、
要

一
一
一
一
一,

織
統
一
準
備
委
員
会
事
務
局

f2)  

一

一
第
二
回
一
組
織
統
一
準
備
委
員
会
は
、
◆
一
一
一
月
十
六
日
、
十
七
日
の
二
日
間
、
東
京
で
ひ
ら
か
れ
た
。

全
一
囲
会
議
で
選
出
さ
れ
た
二
ー
一
一
八
名
の
準
備
委
員
中
、  

二
名
の
同
志
が
一
器
を
保
留
し
て
い
る
た
め
、

現
在
の
構
成
員
は
、
二
十
六
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
神
山
、
毛
利
、
宮
田
、
兵
庫
、
白
鳥
、
佐
久
間

の
六
委
員
は
、
病
気
、
大
衆
運
動
の
関
係
、
そ
の
他
の
事
情
か
ら
欠
席
し
た
。

会
議
は
、
全
国
会
議
直
後
の
第
一
回
準
備
委
員
会
か
ら
今
日
に
い
た
る
経
過
報
告
を
ふ
く
む
志
賀
委
負

長
の
開
会
の
あ
い
さ
っ
で
は
じ
め
ら
れ
、
内
野
、
春
日
、
鈴
木
の
三
同
志
を
議
長
団
に
選
出
し
た
。

二

r

準
備
・
一
一
一
一
一
一
一
・
一
一
一
会
の
活
動
計
画
と
編
成
に
つ
い
て
」  

の
常
任
委
員
会
提
案
が
、  

内
藤
事
務
局
長
か
ら
一
一
一
一
一~:----

  

さ
れ
た
。

整
口
の
項
目                '

l

一-

、
務
委
員
会
の
活
動
計
画                                        

・  

(l)  

政
治
方
針
案
の
作
成
と
政
治
方
針
委
員
会
の
設
置

(2)

組
織
方
針
案
の
作
成
と
組
織
方
針
委
員
会
の
設
置

E

政
治
・
組
織
方
針
の
作
成
の
基
礎
と
し
て
の
日
本
共
産
主
義
運
動
の
歴
史
的
検
討    '

E

結
集
の
た
め
の
組
織
活
動

a  

大M

外
闘
争
と
の
関
係
。
戰
線
別
委
員
会
の
一
し
一
路
置
。
こ
れ
と
政
治
方
針
委
員
会
と
、
の
関
係

b

諸
集
団
一
と
の
共
闘
・
交
流

c

準
備
委
員
会
活
動
へ
の
参
加
、
協
力
を
も
と
め
る
活
動

d  

地
域
的
結
集
と
基
礎
組
織
一'

、'

と
く
に
近
代
的
大
経
営
に
一
一
一
一
一
け
る
〕
の
確
立
の
努
力

e

準
備
委
員
会
へ
の
参'

加
者
名
簿          .  



(5
)

日
程

l=-

準
備
委
員
会
の
編
成

(1
)

内
規

(4)      (3)      (2)  

政
治
方
針
委
員
会
、  

組
織
方
針
委
員
会
の
編
成

戦
線
別
一
一
一
一
一
一
員
会
責
任
者

事
務
局
員

、      ,'

、11・f  

一
一
財
政
・

国
会  J

報

三                                f

'    

報
告
の.

討
論
に
あ
た
っ
て
、
最
初
に
提
起
さ
れ
た
問
題
は
、'

科
一
委W

期f

は--

め.-4~

「-

き
あ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。  

ず1  

全
国
会
議
が
終
り
、  

「
ま
と
め
」
と
「
よ
び
か
け
」
が
発
表
さ
れ
た
段
階
で
、
各
地
万
、
各
集
団
な
ど

の
度
替
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
準
備'

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
か
ら
報
告
さ
れ
かJ

。
「
ま
と
め
」
とr

よ
び
か
け
」
の
発
表
が
か,

く  

れ
た
た
め
、
ま
だ
十
分
つ
か
ま
れ
て
は
い
な
い
が
、
全
国
会
議
前
よ
り
も
、
積
極
的
な
関
心
の
生
ま
れ
て

い
る
こ
と
が
確
一
認
さ
れ
た
。  

そ
し
て
、
こ
の
時
点
で
の
準
備
香
員
会
の
最
も
重
要
な
任
務
は
、

-
-
-
.                                                                          -

  

行
・
動
を
一
一
一
一
一
一
一
一
一
す
る
」
よ
う
よ
ひ
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
一
一
一  

「
よ
び-
が'
け'

」  

で  

「
具
体
的
討
一
西
用'

と

ll  

富

、  

-n

に
努
力
す
べ
き
で
あ,0

と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
確
認
さ
れ
た
。''                -

「
ま
と
め
」
と
「
よ
び
か
け
」
の'--1fF

M
>

一
一
、
討
論
の
組
、
「
ま
と
め
」
とr

よ
一
一-)
一
か
け
」
に
も
と
ず

い
て
準
備
委
員
会
へ
の
参
加
を
訴
え
、
組
織
活
動
を
進
め
る
こ
と
、
こ
の
な
か
で
、,

封
郎'

登
や
準f

装  

.

電-
''f,

・  

一
一
只
会
に--

        

・
・-

・-
,    

、        lf

・,          .-
It~-

  

な4

疑
問
を
も
つ
人
び
と
と
の
積
極W

な
討
論
一
流a

通
じ-

て
、
そ
の'

期
惑
、a

期f

批
判
的

意
見
一,

一
一
一
一
一-

・
一
一'

一
傾
け
、  

そ
の
積
極
的
批
判
を
吸
収
し
て
、  

今
後
の
準
備
委
員
会
活
動
に
生
か
す
べ
き
こ
と
が

决
め
ら
れ
たC

こ
の
活
一
動
の
た
め
に
、  

「
ま
と
め
」
と
「
よ
び
か
け
」
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
こ
と
、ag  

一
則4

前-

へ-

の-

熱
一
加'

を-

も
と
和
、

組
織
化
す
る
た
め
に
、  

参
加
申
込
書
を
つ
く
る
こ
と
を
決
め
た
。  

(3)  

、1、_
It、 、



西

準
備
委
一
一f-

、
会
へ
の
加
盤
な
い
し
参
加
は
、  

地
方
の
組
機
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
現
在
、  

全
国
準
備
委
員

会
が
直
接
と
り
あ
っ
か
い
、  

地
方
の
組
織
が
そ
の
具
体
的
条
件
に
応
じ
た
形
熊
で
確
立
さ
れ
る
に
つ
れ
、

一
一
一,

・
・
一
の
と
り
あ
つ
か
い
を
考
慮
し
て
ゆ
く
こ
と
と
し
た
。

 
 

 
 

 
 

 ,f.
こ
の
点
で
は
、
一
準
備f

一
貝
会
段
階
で
の
組
織
的
参
加
を
も
と
め
る-

こ
と
は
相
当
困
難
で
あ
・6,

と
い
う
意-

,--:--
::-:-::--:::---

・

見
も
だ
さ
れ
、
準
備
一
要
員
会
と
連
絡
を
た
も
ち
つ
つ
、
そ
の
一
一
一9

動
を
見
さ
たb

た
う
え
結
党
の
時
点
で
参

加
す
る
と
い
う
人
び
と
も
ぁ
る
こ
と
を
考
一
一
田:

一
し
、
柔
軟
、
多
様
な
方
廣
で
結
集
の
た
め
の
組
織
居
動
を
進

め
る
必
要
の
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

五

こ
れ
ら
一
の
討
論
の
一
一W

果
、

こn

と
関
連
し
て'

離
一
晩5'

間
醫  

(4)  

を
一
議
事
進
行
上
、
先
に
破
う
こ
と
と
な
っ
た
。                          .

会
報
に
つ
い
て
は
、
機
関
紙
的
性
格
の
も
の
と
討
論
誌
的
性
格
の
も
の
と
を
、
区
別
し
て
出
す
べ
き
で

の
一,1

一
一
と
い
う
意
見
、
そ
れ
を
統
一
し
て
だ
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
、
現
在
の
物
質
的
条
吽
か
ら
一
一
一
一::

論

誌
は
無-In

で
あ
・
・(

一
一
・
・,

一
い
う
意
見
、  

体
裁
な
ど
考
え
な
け
れ
は
十
分
財
政
的
に
も
可
能
で
あ
る
と
い
う
意
一
一
一
一

な
ど
が
だ
さ
れ
た
。.

一
一
一
一
一
一
議
は
、
準
備
委
員
会
の
当
面
の
任
務
を
ど
こ
に
一
一
一
一
く
か
の
問
題
と
も
関
連
し
て
進

め
ら
れ
た
。
討
論
を
組
識
す
る
場
合
に
は
、
何
を
一
討
論
す
べ
き
か
を
明
確
に
し
、
重
要
な
政
治
活
一
動
と
し

て
、
責
任
あ
一
・4

素
材
を
提
供
し
て
行
な
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
、
「
ま
と
め
」
と
「
よ
び
か
け
」
で

討
論
を
訴
え
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
肉
づ
け
し
、
発
展
さ
せ
る
積
極
的
意
見
を
機
関
紙
に
反
解.  

し
、  

経
験
の
交
流
に
役
立
て
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
な
ど
が
だ
さ
れ
た
。
討
議
は
一
機
関
紙
の
性
格
の

間
題
と
当
面
す4

準
備
委
員
会
の
任
務
の
問
題
と
が
、
混
然
と
論
じ
ら
れ
た
た
め
、
相
当
の
時
間
を
費
し

た
。  

機
関
紙
は
組
織
者
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
準
備
委
員
会
の
任
務
と
当
面
の
活

動
の
重
点
に
従
属
す
る
。  

こ
の
こ
と
を
確
認
し
、
討
論
を
整
理
す
る
こ
と
が
も
と
め
ら
れ
た
。

そ
の
結
果
、
会
報
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
議
長
団
の
次
の
ま
と
め
を
全
員
で
確
一
認
し
た
。

~

、  

会
報
は
機
関
紙
と
し
て
、-

、
組
富
一
報''f

一
も
つ
。

(2)

そ
の
内
容
は
、
準
備
委
員
会
活
動
の
報:

に
ロ
、
全
国
各
地
の
活
動
状
況
、
結
集
を
め
ぐ
る
意
見
の
交

流
か
よ
び
準
備
委
員
会
の
活
動
を
前
進
さ
せ
る
た
め
の
積
極
的
な
提
萎
、  

問
題
提
起
な
ど
で
編
集



さ
れ
るo

(3-

そ
の
規
模
は
、
理
員
会
の
今
日
の
物
質
的
条
件
を
考
慮
し
て
決
め
ら
れ
る
。

六

、
、

 '      

財
政
に
つ
い
て
はf

常
任
資
会
か
ら
二
つ
の
案
、A

案(

独
自
の
基
所
を
も
つ)

、B

案(

事
務

 
 

 

所
を
「
こ
え
」
か
「
社
車
」
ま
た
城,

ど
こ
か
に
借
り
る
一
が
出
さ
れf

い
ず-

れ
和
一
期
、-

組a

要-a-
  

、
な
、f

準
◆
瘤
資'

が
らf  

◆  

、1-1  

・1・  ◆  

に
独
自
の
事
務

a'

も-

っ-

て'

の'

積
語
な
方
算
が,

主
張
さ
れ
た
。
結
集
の
た

-
  

/f

/,'
/

.l  

め
の
活
動
全
体
を
一:?')

フ(

一
一
め
、
活
撥
に
す
る
こ
と
と
不
可
分
に
結
び
つ
い
た
積
極
的
な
方
針
を
確
立
す
べ
き

こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、  

独
自
の
事
務
所
を
も---

け
一a

と
い
う
再
を
き
めf  

次
の
予
算
が
確

認
さ
れ
た
。

 E
  

す
べ
り
出
し
資
金
と
し
て
、'

準
備
委
員
一
名
当
り
、''f'-a

「
円
以
上
を
和'

急
に
集
め'

る'(,4-

そ-«

し'---

'

・
も
二
ヵ
月
以
内
にf

話)

。;              '

E

財
政
委
員
会
を
設
け
て
、
計
画
を
た
てp

百
万'
円
の
資
金
を
っ'

く
る
。

 
 

 (3)

会
費
は
、
個
人
で
参
加
す
る
者
は
月
額
百
円(

入
会
金
百
円)

。
組
職
の
場.

一
一
一
一
一
一
一
一
、'

一
帶
一
一
一
員
一
入

 
 

当
り
月
額
百
円
に
相
当
す
る
實'

分
担
金
を
、,

そ
、
の
藤
が,
程
を
も,

っ
で
か
さ
め
るd

(4)

以
上
の
収
入
の
見
通
し
に
た
っ
て
、
毎
月
支
出
の
予
算
の
大
綱
一
一
一
一
一
一
確
認
一n,

四
月
度
か
ら
実
施
す
る

こ
と
と
な
っ
たo

七

政
治
方
針
委
員
会
と
組
織
方
針
委
員
会
の
設
置
を
め
ぐ
っ
て-

活
漲
な
討
論
が
か
こ
な
わ
れ
た
。

政
治
一
組
織
万
針
を
ど
の
よ-l-

な
過
程
を
一
一
、
、
て
つ«

-

り
あ
げ
る
か
に
つ
い
てf
意
見
が
集
甲
し
たo

こ

n

ら
の
方
針
を
作
成
す
る
た
め
に
、
日
本
共
産
主
義
運
動
の
確
史
的
検
一
討
一
一k-niJ

の
・
一r.----

に
・
一
一
一
置'

つ
け
る
べ

き
か
と
い
う
問
題,  

さ
ら
にf  

こ
の
こ
と
が
当
面
広
範
に
結
集
を
す
す
め
て
ゆ
く
任
務
と
ど
の
よ----

な
関

連
を
も
っ
か
と
い
一
一n,

一
商
一
題
が
熱
心
に
討
議
さ
れ
たo

  

こ
れ
は
ま
た
何
か
ら
は
じ
め
る
べ
き
か
の
問
題
、  

会

報
の
問
題
の
討
論
を
通
じ
てf  

一
買
し
て
追
求
さ
れ
た
問
題
で
も
あ
っ
た
。  

一
つ
の
意
目
一
一
一
一
一
一
一
、
政
治
方
針
委
員
会
、

9

本
共
電
義
運
動
の
確
義
検
討
を
行
う
た
め
に
も
、
そ9''

言
条
件
を
立
す
る
・
筆
が
あaf  

a  '

・    -
'

、'

、
・f':.f,,.

、-
,  fJ

,p'y,

・-
f'      .'p

◆
、f-

-
-

、'

、-
-
-
-
':          .

(  

一
そ
、,

の
た
め
に
は
今
一
日
和
、
か
襲
し
て
い
な
い
諸d

第
一
野
と
就f

襲
意
でf

家
買
塚
ガb,

゛
祖
歸,

w

、                          ,                                      ,  

一 i

'・1
、  



条
件
をM

-

し-

す4

こ
と
一~

ま
す-

一
要
て
あ/

  

そ--

・,l4(  ---L-,-,

』
を
つ
つ
け
て
き
た
の
に
は,

「
一

れ
だ
け
の
理
由
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
間
に
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
統
合
力
の
点
で
も
、
多
様

な
政
治
経
験
の
統
一
の
点
で
も
、
欠
け
る
も
の
が
あ
る
・
こ
と
を
示
し
て
い
る
。  

こ
の
一
死
能
に
必
要
な

も
の
を
ど
う
し
て
つ
く
り
だ
す
か
が
重
要
で
あ
る
。  

こ
れ
ま
で
代
々
木
を
批
判
し
た
者
の
う
ち
に
あ
っ

、
、-

~  

た
綱
領
主
義
や
思
想
一
闘
争
の
弱
さ
を
自
己
批
判
し
、  

こ
れ
ら
の
一
準
一
一
一
一
一
的
経
験
を
総
括
し
て
、  

イ
デ
ォ
ロ

、---l,--'--..--.--,-.

キ
ー
的
統
合
力
と
、
政
治
経
験
を
集
甲
し
て
、
統
一
を
達
成
す
る
主
体
的
条
件
を
つ
く
る
努
力
が
、
ま

ず
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
意
見
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
ま
と
め
」
「
よ
び
か
け
」
の
一
一
一
一
一
論
が
今

ま  
だk
結、、

集  
し.  
で、  

始
、
ま
ろ
う
・
と'

し'

て
い
、'
・
る'

時-

で
、
早a

心'

にf-
-
-

っ''-
-
af

貝
゛
会-

一
作
業
一
に
始
め-

こ
と
は
、

f

、
・'

、
・
、
、
・
・
、,,

・-

・-
f-

・
、-

・/

・
、
、
、
、
、.

、-
,.,

・.  

い
な
い
人
ひ
と
を
無
視
し
て
、
準
備
、
委
員
会
が
独
走
、
す
る
と'

、
い
う
結
果
に
な
り
、
林
集
、
の
一
事
業
を'

さ
ま

/--

・
、
・,'

た
げ
る
と
い
う
意
見
も
た
さ
れ
た
。  
さ
ら
に
、
か
っ
て
の
綱
領
主
義
的
傾
向
の
批
判
と
同
時
に
、  

自
立

し
た
共
産
主
義
者
集
団
が
思
想
改
一
一
道
一
一
一:

一
一
一
一
一
一
一
義
と
し
て
相
互
交
流
を
超
て
組
織
統
一
を
め
ざ
し
た
コ
ー

ス
も
成
功
し
て
い
な
い
経
験
を
も
見
る
べ
き
で
あ
り
、
新
し
く
組
織
を
建
設
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、-

一
一
一
一
一  

れ
ら
の
経
験
か
ら
十
分
教
訓
を
〇
き
た
す
こ
と
が
必
要
で-

あ
り
、--f

ヨm

ー
ォ
ー
ル
ーa

樹
一
動-

に'

全
一n-

を-

あf  

、
、--

、-

、
、
、
、-

る
へ
き
で
あ,,(-

一
と
い
う
主
張
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

f

・
・//

・-l

・=

・
・=.

・-'-l-

お-

も

う
一
つ
の
一
息
見
は
、
広
範
な
結
集
の
た
め
に
当
面
全
力
を
あ
げ
る
こ
と
と
、
組
織
方
針
一
一
一
一
一
一
一
一
一[fl

一
会
と

政,-9

方
針
委
員
会
を
発
足
さ
せ
る
こ
と
と
は
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
音
一
見
で
あ
っ
た
。  

「
ま

と
め
」
と
「
よ
ひ
か
け
」
は
大
さ
な
関
心
を
よ
び
か
こ
し
て
い
る
が
、
多
く
の
人
び
と
は
、
そ
れ
が
ど

ん
な
政,-9

方
針
、
組'

一
前
一
万
針
と
な
っ
て
具
体
化
さ
れ
る
か
を
・
一,-:
一
目
し
て
い
一,

・,(

一
一
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
そ
れ

に
よ
っ
て
参
加
す,0

か
ど
う
か
を
判
断
し
ょ
う
と
し
て
い6

。
こ
の
作
業
に
着
手
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

結
集
を
〇
ろ
げ
・,--

一
一
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
た
さ
れ
た
。
ま
た
、
わ.
一
一
一
一
一
一
わ
れ
は
、
無
か
ら
出

発
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
こ
に
参
加
し
た
組
織
あ
る
い
は
個
人
は
、  

そ
れ
ぞ
れ
蓄
積
を
も
っ
て
か
り
、

作
業
を
始
め
る
だ
け
の
基
礎
は
あ
る
と
い
う
こ
と
も
主
張
さ
れ
た
。
ま
た
、
思
想
的

理
論
的
追
求
は

必
要
で
あ
る
が
、
同
時
に
こ
の
結
集
が
終
点
で
は
な
く
、
今
後
の
追
求
の
可
能
性
が
保
証
さ
れ
る
こ
と

が
重
要
な
の
で
あ
っ
て
、  

そ
の
点
を
明
確
に
し
、
全
国
的
な
観
点
で
、
政
治
的
速
度
を
考
慮
さ
れ
た
い

(6)  

と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
「
綱
領
主
義
」
「
自
立
主
義
」
の
反
省
の
上
に
結
集
を
進
め
る

こ
と
は
全
く
異
議
な
い
が
、
「
ま
と
め
」
と
「
よ
び
か
け
」
の
な
か
に
は
、
こ
う
い
う
経
験
も
ふ
ま
え



て
、  

一
つ
の
政
治
組
一
一
一
一
一
に'

精
集
し
う
る
等
資
性
の
基
本
的
な
も
の
が
、
す
で
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
的
統
合
力
の
形
成
や
政
治
経
験
の
統
一
は
、  

た'

と
え
不
十
分
で
あ
っ
て
も'

一
つ
の
政
治
組
織

に
結
集
し
て
の
共
同
の
政
治
生
活
の
な
か
で
こ
そ
、  

む
し
ろ
整
一
さ
せ
る
こ
と
が-

で
き
る
の
で'

あ
り'

、:

分  

立
し
た
ま
ま
の
討4.E

と
総
括
か
ら
、  

そ
れ
を
生
み
だ
そ
う
と-

い-

う
の
は'

非
生
一
産
的
で
あ
る
。  r

ま
と
め
」

と
「
よ
び
か
け
」
を
證
に
、
政
治
方
針
組
識
方
針
を
つ
く
る
過
程
で
、
ま
た
結
集
し
て
の
党
活
動
の

な
か
で
、  

そ
れ
を
生
み
だ
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
た
。

第
二
回
準
備
委
員
会
は
、
時
間
の
制
約
か
ら
、
到
一
完
全-

な  

し
か
し
、
以
上
の
一
一
一.

一
論
に
た
っ
て
、
次
の
こ
と
を
決
定
し
た
。  

(7)  

(l)  

政
治
方
針
委
員
会
、
組
織
方
基
員
会
を
設
け
る
こ
と
を
決
め
る
。
し
か
し
、
そ
の
具
体
的
編
成

は
次
の
一
一9

一,

一
ー
一
用'-
一
女
員
会
で.

決
め
る
。

(2)  

そ
れ
ま
で
、
在
京
の
準
備
委
員
か
よ
び
出
席
可
能
な
準
備
委
員
で
、
二
つ
の
方
針
の
基
礎
に
あ
る

一
間
一
一
一
一
一
や
、
そ
れ
を
ど
ん
な
方
法
で
つ
く
っ
て
ゆ
く
か
、
ど
う
い
う
内
一
谷
が
も
と
め
ら
れ
て
い
る
か
、

さ
ら
に
、  

ど
ん
な
委
一
一
一
一'

一
、'

会
の
構
成
に
す
る
か
な-

。
一
一,,.

、
・
を
検
・
一'-:--=

し
、  

次
一-

の
提
案
の
準
備
を
す
る
。

こ
の'

決
一
一
疋
の~

に
つ
い
て
は
、
石
井
実
同
志
が
保
留
し
た
。

八

戰
線
別
委
員
会
の
間
題
に
つ
い
て
は
、
当
面
す
る
諸
闘
争
の
共
同
行
動
を
発
展
さ
せ
、
大
衆
開
争
に
ね

ざ
し
て
究
を
建
設
す
・
・
一
一
一
一
こ
と
の
重
要
な
意
義
が
確
認
さ
れ
た
が
、  
既
一
仔
の
戰
線
別
共
一
一
一
同
行
動
組
織
と
の
関

係
が
十
分
考
慮
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、  

ま
た
政
治
方
針
の
作
成
と
の
関
連
を
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
、
こ
の
間
題
も
、
次
回
ま
で
、
さ
ら
に
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

九

「
ま
と
め
」
と
「
よ
び
か
け
」
の
出
さ
れ
た
今
日
の
段
階
で
、
結
集
に
参
加
し
て
い
な
い
共
産
主
義
諸

新
と
の
ィ
一'[

一
し
合
い
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
た
。

さ
ら
に
、
地
域
的
結
集
を
進
め
る
た
め
、
次
回
ま
で
に
、
す
く
な
く
と
も
名
古
屋
に
、
準
備
委
員
会
代

表
を
派
遺
す
る
こ
と
が
央
め
ら
れ
た
。

十

準
備
一
一
一
一,

、
一
一
一
一'

会
の
内
規
と
し
て
、
次?J

と
が
決
め
ら
れ
た
。  



(l)

準
備
委
員
長
は
、
準
備
委
、
員
会
の
責
任
者
で
あ
る
。        

・

(2)

常
任
委
員
会
は
、
準
備
委
員
会
の
活
動
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
活
動
を
行
う
。

E

事
務
局
は
、
準
備
委
員
会
の
日
常
業
務
を
行
な
う
。
事
務
局
長
は,

そ
の
責
任
者
で
あ
る
。
事
務

局
員
は
、
準
備
委
員
会
で
決
定
す
る
。

十
一

事
務
局
員
に
戸
原
駿
二
同
志
を
決
定
。

事
務
所
は
新
設
す
る
ま
で
、
仮
事
務
所
を
日
本
共
産
党(

日
本
の
こ
え)

に
一
惜
一,,-

。

十
二

会
議
は
亀
山
幸
三
同
志
か
ら
よ
せ
ら
れ
た
意
見
を
と
り
あ
げ
、  

次
の
こ
と
を
決
定
し
た
。

(1)

会
議
の
決
定
や
、'e

一
一
一
一
事
録
な
ど
、
一
一
田
一
一
一,

一
備
委
員
会
と
し
て
の
公
的
な
も
の
は
、
準
備
委
員
会
が
責
任

を
も
ち
、
事
務
局
を
通
じ
て
発
表
す
る
。

(2)

、
そ
れ
ぞ
れ
の
參
加
組
織
が
、
準
備
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
、
そ
の
機
関
紙
で
報
適
し
、
独
自
の

批
判
意
見
を
発
表
す
る
こ
と
は
自
由
で
あ
る
が
、  
决
一,

一
疋
、  

議
・
一f

一
一
録
、
の
一
類
は
事
務
局
発
表
に
よ
る
べ
き,

で
あ
るo

  

準
備
委
員
会
は
、

十
三

財
政
委
員
と
会
報
編
集
委
員
を
決
定
し
た
。  

編
集
委
員  

内
野
壮
児
、
西
本
一
男
、
小
野  

弘

十
四

会
議
は
、
甲
央
メ
ー
デ
ー
に
、
共
産
主
義
者
組
織
統
一
委
員
会
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

こ
の
さ
い
、
全
国
会
議
で
決
め
ら
れ:

た.

正
式
の
名
称
は
、
組
織
統
一
準
備
委
員
会
で
あ
る
が
、
一
般
に

対
外
的
に
は
、
共
産
主
義
者
組
織
統
一
準
備
委
員
会
と
す
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
た
。

十
五

浅
野
同
志
の
提
薬
に
よ
り
、
神
山
同
志
の
病
気
入
院
を
見
舞
う
カ
ン
パ
が
会
場
で
行
な
わ
れ
た
。

〇
〇  



全
国
会
議
で
選
出
さ
れ
た
準
備
委
員

(

五
士
目
順)  

浅
野        

太
郎

い
い
だ
も
も

(9)  
、1

平      -    原    長      西      内      津      白      柴    1輪      白      志      f左      神      春    小      内      石    イ::l

野      柳                  谷      本    藤      京    鳥      田      木    川      賀      久      山      日      野    野    井    井

川                                                                                                              1日                  庄

和    茂    全                  -    知    良      良      三      市                  義                  茂      次                  壮                  信
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1戦、    i    -    -    ̂     -    -    -    -    a    -    -    -    -    a    -    a    t    -    a  職    統    ,        _        ,          こ                                          戦                                        統    戦                戰      こ                  戦
       -    社    東    社    え      静    東      こ                  こ      岩      こ    -                社                え
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第
一
回
組
織
統
一
準
備
委
員
会
の
概
要

組
織
統
一
準
備
委
員
会
事
務
局

一  

第
一
回
組
織
統
一
一
一
一
一
一
一
一
幅
一
一a:---

貝
会
は
、i

二
月
二
十
三
日
、
全
国
会
議
で
選
出
さ
れ
た
直
後
、
全
国
会

議
に
出
席
し
て
い
た
準
備
委
員
を
も
っ
て
開
か
れ
た
。

二
委
員
長
に
志
賀
義
雄
、
事
一
務
局
長
に
内
藤
知
周
、
常
任
委
員
に
、
鈴
・K

一
一
一J

蔵
、
内
野
壮
児
、
春
日

庄
次
郎(:

一
各
同
志
を
選
出
し
た
。

三
準
一
開
一4v

一
一
一
一
一
会
は
、
全
一
国
会
議
リ
・
「
ま
と
め
」
と
「
よ
び
か
け
」
の
成
文
化
を
在
京'

東
京
近
県
の

器
委
員
に
一
任
し
た
。

四
原
則
と
し
て
、
維f

備
委
員
会
を
一
性
月
一
回
、
常
任
一
一a

一
一
、
一
只
会
を
通
一
回
〇
ら
く
こ
と
を
央
め
た
。  

「
ま
と
め
」

リ
ー
フ
レ

ツ

。
「
よ
び
か
け
」

ト
が
で
き
ま
し
た

の

☆  

こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
、
当
面
の
結
集
の
武
器
に
活
用
し
て
下
さ
い
。

☆
二
十
部
以
上
は
、
原
価
一
部
五
円
で-4

わ
か
ち
し
ま
す
。
前
金
で
買
い
と
っ
て
、
組
織
活
動
に
使
一

て
く
だ
さ
い
。

☆
一
部
売
り
十
円
と
し
、
す
べ
り
だ
し
の
資
金
活
動
に
も
御
利
用
く
だ
さ
い
。

☆
御
注
文
は
、
組
織
統
一
準
備
委
員
会
事
務
局
へ

(l(»  




